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ののはな
公表日 　　　2026年　　　3月　　　31日

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

8 1 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

8 2

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 9 1

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
10

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 

9 1

「子どものことをよく見てくれていて、

その子に合った関わりをしてもらえてい

ると感じています。」

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。

10

「公表されている支援内容と、実際に受

けている支援に違和感がないです。安心

して利用できています。」

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

9 1

「子どもの様子や家庭での困りごとを踏

まえて、計画を考えてもらえているなぁ

と思います。」

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支援

内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的

な支援内容が設定されていると思いますか。
10

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

10

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。

10

「活動がいつも同じではなく、いろいろ

やってくれて助かっています。」

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。

4 3 2 1

「地域の子どもとの関わりについては、

あまりイメージがなく、もう少し機会が

あれば嬉しいです。」

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
10

事業所名

ご意見を踏まえた対応

対象人数（保護者）23人　　　　　　　回答者

数 10人　回収 43.5%
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日々の関わりの中で、子ども一人ひとりの得意

なことや苦手なこと、その日の様子を丁寧に見

ながら支援を行っています。

今後も、「その子にとって分かりやすいか」

「無理のない形になっているか」を大切にしな

がら、より丁寧な支援につなげていきたいと考

えています。

保護者の方に見えている支援内容と、公表して

いる内容にずれがないと感じていただけている

ことは、私たちにとっても大切なことだと考え

ています。

今後も、分かりやすく、実際の支援とつながっ

た内容になっているかを確認しながら、必要に

応じて見直しを行っていきます。

実際の困りごとや、今後どのような力を育てて

いきたいかを共有したうえで、その子に必要な

支援を整理するようにしています。

今後も、保護者の方と認識を合わせながら、そ

の子に合った計画づくりを丁寧に続けていきた

いと考えています。
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子どもたちが無理なく参加でき、その日のメン

バーや子どもたちの様子に合わせて活動の組み

立てを考えることで、楽しさの中に新しい経験

や学びが生まれるよう意識しています。

今後も、安心して参加できることを土台にしな

がら、少しずつ経験の幅が広がっていくような

活動を取り入れていきたいと考えています。

これまで安全面や運営面を優先する中で、外部

との交流は慎重に進めてきましたが、「社会の

中で経験する機会」を増やしていくことの重要

性は強く感じています。

今後は、いきなり大きな交流ではなく、「自然

に同じ場にいる経験」を大切にしていきたいと

考えています。

保護者等からの事業所評価の集計結果（児童発達支援）公表



13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

9 1

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

7 1 2

「普段の様子はよく分かるのですが、も

う少し家庭での関わり方のアドバイスや

学べる機会があるとありがたい。」

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
9 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

7 3

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

9 1

「丁寧に関わってもらえていて、いつも

丁寧に対応していただいています。」

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

6 1 3

「保護者同士で話せる機会があると安心

できると思いますが、なかなか難しいの

も分かりますが、あればいいなと思いま

す。」

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。
9 1

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
9 1

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。 9 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

9 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 9 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。

8 1 1

「訓練は行われていると思いますが、具

体的にどのような内容なのかまでは少し

分かりづらいところもありました。」

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
10

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
9 1

避難訓練については、地震や火災などを想定

し、定期的に実施しています。子どもたちが落

ち着いて行動できるよう、実際の場面を想定し

ながら、無理のない形で繰り返し取り組んでい

ます。一方で、その内容や様子について、保護

者の方に十分にお伝えできていなかった点につ

いては、今回のご意見を受けて改善が必要だと

感じています。

今後は、訓練の実施内容や子どもたちの様子に

ついても、写真やコメント等を通じて分かりや

すくお伝えし、「どのような備えをしているの

か」が見える形にしていきたいと考えていま

す。

日々のやり取りの中で個別にお伝えすることは

行ってきましたが、改めて「学べる場」として

の機会が不足していたと感じています。

今後は、難しい研修形式だけでなく、

例えば「日常の関わり方のちょっとしたコツ」

などをお伝えできる機会を、無理のない形で少

しずつ増やしていきたいと考えています。

保護者の方が構えずに相談できる環境づくりも

大切にしていきます。

子どもたちへの支援だけでなく、保護者の方の

お気持ちにも寄り添うことを大切にしていま

す。すぐに答えが出ないことや、成長の中で悩

む場面もあると思いますが、そうした時にも安

心して話していただける関係でありたいと考え

ています。

今後も、一方的に支援を行うのではなく、保護

者の方と一緒に考えていけるような関わりを大

切にしていきます。

保護者同士の交流については、必要性を感じつ

つも、負担感や参加のしやすさを考えると、積

極的に実施できていないのが現状です。

今後は、形式的な会ではなく、例えばイベント

の中で自然に会話が生まれるような形など、無

理のない方法で交流のきっかけを作っていけれ

ばと考えています。
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27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

10

・「子どもが安心して通えている様子が

あり、こちらとしても不安なくお願いで

きています！」

・「はい。信頼しています。その分、期

待も大きいです。」

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

9 1

・「毎回とても楽しみにしていて、“今

日はののはなの日？”と聞いてくるくら

いです。」

・「帰ってきて、次はいつ？とすぐ聞い

てくるくらい楽しみにしています。」

29 事業所の支援に満足していますか。

10

・「安心してお願いできていますし、子

どもも楽しみに通っているので、本当に

ありがたいです。」

・「満足の一言です」

・「ののはなさんに通えて、本当に満足

です！！」

子どもたちが安心して過ごせる環境づくりは、

日々の支援の中で最も大切にしている部分で

す。職員間でも、関わり方や声かけについて共

有を行いながら、子ども一人ひとりが無理なく

過ごせる環境づくりを継続しています。

今後も「安心して預けられる場所」であり続け

られるよう、日々の積み重ねを大切にしていき

ます。

子どもたちが「行きたい」と思える場所である

ことは、支援の土台になると考えています。

楽しさがあるからこそ、新しいことにも挑戦で

きたり、人との関わりも広がっていきます。

「楽しい」という気持ちを大切にしながら、そ

の中に成長のきっかけを自然に組み込んでいく

ことを今後も意識していきます。

今回「満足している」というお声をいただけた

ことは、職員一同とても励みになっています。

日々の関わりの中で、子どもたちが安心して過

ごせること、そして「楽しい」と感じながら

通ってくれていることが、結果として保護者の

方の安心につながっているのだと感じていま

す。

そのため、今後も「今の関わりが本当にその子

に合っているのか」を常に見直しながら、

保護者の方と同じ目線で子どもの成長を支えて

いけるよう、丁寧な支援を積み重ねていきたい

と考えています。
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